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◤主な記事◢ 海を渡り長距離移動する蝶、アサギマダラ

「伊勢市横輪町に植えられたフジバカマの花に
アサギマダラが飛んできました。飛んで来るか
来ないかわからない、珍しい蝶です。」

伊勢市内在住の方にご投稿いただきました。

　撮影日  2019年10月７日　
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令
和
元
年
９
月
定
例
会
を
、

９
月
９
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で

の
30
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

「
平
成
30
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
」
を
は
じ
め
と
す
る
15
議

案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
、
決

算
特
別
委
員
会
、
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
各
決
算
議
案
を
可
決
・

認
定
、
他
の
議
案
を
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
、
人
事
案
件

に
つ
い
て
は
同
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
報
告
４
件
を
承
認
、

請
願
４
件
を
採
択
、
発
議
７
件

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
内
容
は
、
５

ペ
ー
ジ
、
議
決
結
果
は
６
～
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９月定例会

平
成
30
年
度

決
算
審
査

・
大
型
公
共
工
事
が
集
中
し
、
決
算
規
模
は
過
去
最
大
。

・
市
町
村
合
併
以
降
、
初
め
て
財
政
調
整
基
金
23
億
円
を
取
り
崩
し
、
財
源
に
活
用
。

・
今
後
の
財
政
運
営
を
注
視
し
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
認
定
。

９
月
定
例
会
の
概
要

９
月

９
日
◦
本
会
議

　
　
（
議
案
の
提
案
説
明
等
）

　
　

◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　

◦
全
員
協
議
会

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

17
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◦
本
会
議
（
議
案
質
疑
・

委
員
会
審
査
付
託
・
一

般
質
問
）

　
　

◦
決
算
特
別
委
員
会

　
　
（
全
体
会
）

18
日
◦
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

◦
議
会
運
営
委
員
会

20
日
◦
決
算
特
別
委
員
会

　
　
（
分
科
会
審
査(

～
27
日
））

　
　

◦
産
業
建
設
分
科
会

24
日
◦
産
業
建
設
分
科
会

25
日
◦
教
育
民
生
分
科
会

26
日
◦
教
育
民
生
分
科
会

27
日
◦
総
務
政
策
分
科
会

10
月

１
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

２
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

３
日
◦
総
務
政
策
委
員
会

４
日
◦
決
算
特
別
委
員
会

　
　
（
全
体
会
）

８
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◦
本
会
議
（
議
案
採
決
等
）

　
　

◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

９
月
定
例
会
日
程

平
成
30
年
度
決
算
の
概
要

　

桜
浜
中
学
校
の
建
設
、
市
役

所
本
庁
舎
の
改
修
、
新
市
立
伊

勢
総
合
病
院
の
建
設
等
の
大
型

公
共
工
事
が
集
中
し
、
決
算
規

模
は
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
財
源
の
不
足
分

は
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
23
億
円
を
取
り
崩
し
、
財
源

と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
３
月
に
作

成
し
た
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
の
３
ヵ
年
に
お
い
て
、
決

本
会
議
で
の
反
対
討
論
の
概
要

　

平
成
30
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
楠
木
議
員
か
ら
介
護
保

険
特
別
会
計
に
反
対
す
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

算
ベ
ー
ス
で
約
35
億
円
を
取
り

崩
す
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
を
通
じ

て
、
事
業
の
見
直
し
や
優
先
順

位
、
歳
出
の
抑
制
、
歳
入
の
確

保
等
を
し
っ
か
り
と
意
識
し
、

市
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
市
議
会
と
し
て
期
待

し
、
平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

し
ま
し
た
。

藤井会計管理者から決算の概要説明 畑代表監査委員から決算の監査結果報告

桜浜中学校
（平成31年４月開校）
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◆平成30年度一般会計・特別会計・企業会計決算（概要）◆
会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引差額

一 般 会 計 559億9004万円 553億3209万1千円
6億5794万9千円 

（基金積立額および翌年度
へ繰越すべき財源を含む）

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 129億4349万円 127億2851万5千円 2億1497万5千円 
（基金積立額を含む）

後 期 高 齢 者 医 療 31億3001万5千円 30億5401万4千円 7600万1千円
介 護 保 険 139億7428万4千円 134億14万円 5億7414万4千円
住宅新築資金等貸付事業 626万7千円 593万4千円 33万3千円

観 光 交 通 対 策 6億22万2千円 5億166万1千円 9856万1千円 
（翌年度へ繰越すべき財源を含む）

土 地 取 得 1億2534万3千円 1億2486万1千円 48万2千円

会　　　計　　　名 収益的収入（税抜き） 収益的支出（税抜き） 差引損益
企
業
会
計

病 院 事 業 72億5067万5千円 84億2619万3千円 ▲11億7551万8千円
水 道 事 業 26億6920万9千円 22億5753万8千円 4億1167万円
下 水 道 事 業 34億9677万8千円 32億9025万2千円 2億652万6千円

0
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※災害復旧費の事業費の決算額　平成29年度1億5,379万2千円
　　　平成30年度2億8,930万6千円

位：億円）

費
件
人

費
件
物

費
修
補
持
維

費
助
扶

等
費
助
補

設
建
通
普

　
　

費
業
事

旧
復
害
災

　
　

費
業
事 費

債
公

金
出
繰

他
の
そ

※普通建設事業費について、平成30年度88.1億円と、前
　年度比44.2億円の増額となった主な要因は、学校建設、
　庁舎改修等の建設費が増額となったためです。

源

依

存

財

財

自
主

源

市税
30.2%

分担金及び負担金
1.6%

その他
自主財源 2.2%

地方交付税
18.8%

国庫支出金
12.9%

県支出金
5.8%

市債
16.5%

その他
依存財源
5.7%

559億
9,004万円

59.7％
40.3％

教育費
13.9%

民生費
34.0%

衛生費
13.1%

土木費
9.2%

公債費
10.2%

総務費
10.2%

消防費
4.6%

その他
2.0%

553億
3,209万1千円

平成29年度 平成30年度

◆一般会計　歳出（性質別）決算額の前年度比較◆

農林水産業費
1.6%

78.1 80.4 74.773.6

3.6

109.6

36.5

88.1

1.5

56.2

79.2

21.9

4.0

110.5

33.5
43.9

2.9

54.9

74.9

26.3

繰入金 4.9％

諸収入 1.4％

観光費 1.2%歳　入 歳　出
平成30年度一般会計決算の内訳（目的別）
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決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月

20
日
か
ら
27
日
の
う
ち
５
日
間

で
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

お
よ
び
各
企
業
会
計
の
平
成
30

年
度
決
算
に
つ
い
て
分
科
会
方

式
で
審
査
し
ま
し
た
。

９
月　

決
算
特
別
委
員
会

　

20
日
・
産
業
建
設
分
科
会

　

24
日
・
産
業
建
設
分
科
会

　

25
日
・
教
育
民
生
分
科
会

　

26
日
・
教
育
民
生
分
科
会

　

27
日
・
総
務
政
策
分
科
会

　

審
査
の
結
果
は
、「
平
成
30

年
度
決
算
」
を
賛
成
多
数
で
認

定
、「
平
成
30
年
度
伊
勢
市
病

院
事
業
会
計
決
算
」、「
平
成
30

年
度
伊
勢
市
水
道
事
業
会
計
決

算
」
お
よ
び
「
平
成
30
年
度
伊

勢
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
」

を
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
す

べ
し
と
決
定
し
ま
し
た
。

各
分
科
会
で
は
主
に
次
の
項
目

に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

産
業
建
設
分
科
会

○
歳
入

　

道
路
占
用
料
や
住
宅
使
用
料

な
ど
。

○
歳
出

　

農
林
水
産
業
費　

６
次
産
業

化
、
地
産
地
消
推
進
、
水
産
業

の
担
い
手
育
成
・
確
保
な
ど
。

　

商
工
費　

創
業
支
援
、
中
小

企
業
振
興
対
策
な
ど
。

　

観
光
費　
「
伊
勢
っ
子
」
育

て
事
業
、
観
光
協
会
の
負
担
金

な
ど
。

　

土
木
費　

排
水
路
の
整
備
、

電
線
の
地
中
化
、
公
営
住
宅
の

管
理
、
空
家
対
策
な
ど
。

○
特
別
会
計
・
企
業
会
計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計

観
光
交
通
対
策
特
別
会
計

土
地
取
得
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

教
育
民
生
分
科
会

○
歳
入

　

学
校
体
育
施
設
の
修
繕
費
用

な
ど
。

○
歳
出

　

民
生
費　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
、
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周

知
な
ど
。

　

衛
生
費　

ゴ
ミ
排
出
量
の
分

析
や
、
ゴ
ミ
出
し
ア
プ
リ
の
普

及
啓
発
な
ど
。

　

教
育
費　

学
校
図
書
の
充
実

や
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
修
繕
工
事

な
ど
。

○
特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

　

病
院
事
業
会
計　

総
務
政
策
分
科
会

○
歳
入

　

滞
納
処
分
等
に
よ
る
市
税
の

高
い
収
納
率
を
評
価
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
の
充

実
、
財
政
収
支
の
展
望
な
ど
。

○
歳
出

　

総
務
費　

公
共
工
事
の
入
札

方
法
、
職
員
の
適
正
な
配
置
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
と
活
用
、

出
会
い
・
結
婚
支
援
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
推
進
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
集
会
所

の
耐
震
化
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
。

　

消
防
費　

粉
ミ
ル
ク
の
適
正

な
備
蓄
、
停
電
時
の
対
応
、
災

害
用
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
。

　

10
月
４
日
の
決
算
特
別
委
員

会
全
体
会
で
、
各
分
科
会
の
会

長
か
ら
分
科
会
ご
と
の
審
査
の

結
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
８
日
の
本
会
議

で
、
品
川
幸
久
決
算
特
別
委
員

会
委
員
長
か
ら
決
算
全
体
の
審

査
の
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
動
画
は
、
伊
勢
市
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
視
聴
し
て
く

だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会
の
概
要

品川幸久委員長審査結果報告
本会議

(10月８日)
決算特別委員会
(10月４日)

ＱＲコードの利用方法については、
12ページをご覧ください。

上村和生会長審査結果報告

浜口和久会長審査結果報告

北村勝会長審査結果報告
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土
木
費 

◦
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
等

促
進
事
業

３
２
３
６
万
円

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び

建
築
物
除
却
工
事
補
助
金
の
交

付
申
請
件
数
が
当
初
予
定
を
上

回
る
こ
と
か
ら
、
必
要
経
費
を

増
額
。

 
災
害
復
旧
費 

◦
河
川
災
害
復
旧
事
業

３
３
２
７
万
２
千
円

　

令
和
元
年
５
月
の
大
雨
お
よ

び
８
月
の
台
風
に
よ
り
被
災
し

た
河
川
護
岸
の
復
旧
を
す
る
た

め
の
必
要
経
費
を
増
額
。

条　

例

条　

例

▽
伊
勢
市
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職

員
に
は
、
給
料
お
よ
び
手
当
を
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
は
、
報
酬
お
よ
び
期

末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
や
基
準
等
に

つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

施
行
期
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日

▽
伊
勢
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
が

改
正
さ
れ
、
住
民
票
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
等
に
旧
姓
を
記
載
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。
ま
た
、性

同
一
性
障
害
等
に
配
慮
し
、
印

鑑
登
録
の
登
録
事
項
お
よ
び
印

鑑
登
録
証
明
書
の
記
載
事
項
か

ら
男
女
の
別
を
削
除
す
る
も
の
。

施
行
期
日

　

令
和
元
年
11
月
５
日

そ
の
他

そ
の
他

▽
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
取
得

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
の
メ
ー

カ
ー
サ
ポ
ー
ト
が
令
和
２
年
１

月
に
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

市
の
各
所
属
に
配
置
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
を
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10

の
パ
ソ
コ
ン
に
更
新
し
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
維
持
、
向
上

を
図
る
た
め
、
購
入
す
る
も
の
。

◦
取
得
す
る
機
器

　
　
　
　
　

事
務
用
パ
ソ
コ
ン

１
１
８
１
台

◦
落
札
業
者

株
式
会
社
ア
イ
・
シ
ー
・
エ
ス

　

三
重
営
業
所

◦
買
入
価
格

８
６
０
６
万
５
１
０
０
円

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

▽
令
和
元
年
度
伊
勢
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

１
億
３
３
０
万
５
千
円

 

民
生
費 

◦
老
人
福
祉
施
設
等
整
備
事
業

２
５
１
４
万
千
円

　

老
朽
化
し
た
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
大
規
模

修
繕
等
を
行
う
こ
と
を
支
援
す

る
経
費
を
増
額
。

 

商
工
費 

◦
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
等

促
進
事
業
補
助
金９

０
０
万
円

　

住
宅
・
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

等
促
進
事
業
補
助
金
の
交
付
申

請
件
数
が
当
初
予
定
を
上
回
る

こ
と
か
ら
、
必
要
経
費
を
増
額
。

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
は
、
地
方
行
政
の
重
要

な
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
、
勤

務
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
地

方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

▽
市
道
の
路
線
の
認
定

　

旭
令
１
‐
17
号
線
ほ
か
10
路

線
を
市
道
と
し
て
認
定
し
、
管

理
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

７
月

　
　

◦
６
月
定
例
会

　
　
（
６
月
17
日
～
７
月
３
日
）

１
日
◦
総
務
政
策
委
員
協
議
会

12
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

16
日
◦
議
員
研
修
会

22
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

23
日
◦
条
例
等
検
討
分
科
会

30
日
◦
７
月
臨
時
会

　
　

◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

８
月

８
日
◦
高
校
生
議
会

26
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

　
　

◦
条
例
等
検
討
分
科
会

27
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

28
日
◦
総
務
政
策
委
員
協
議
会

　
　

◦
広
聴
検
討
分
科
会

29
日
◦
全
員
協
議
会

　
　

◦
各
派
代
表
者
会
議

９
月

２
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

　
　

◦
企
画
調
整
部
会

９
日
～
10
月
８
日

　
　

◦
９
月
定
例
会

９
日
◦
議
会
の
あ
り
方
調
査
特

別
委
員
会

18
日
◦
各
派
代
表
者
会
議

 

議
会
日
誌
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議案番号 案件名 審議結果等

議案第 34 号 平成30年度伊勢市病院事業の資本剰余金の処分及び資本金の額の減少並びに平成
30年度伊勢市病院事業会計決算認定

可決及び
認定

議案第 35 号 平成30年度伊勢市水道事業の利益の処分及び平成30年度伊勢市水道事業会計決算
認定

可決及び
認定

議案第 36 号 平成30年度伊勢市下水道事業の利益の処分及び平成30年度伊勢市下水道事業会計
決算認定

可決及び
認定

議案第 37 号 令和元年度伊勢市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第 38 号 令和元年度伊勢市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 39 号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整備 原案可決

議案第 40 号 伊勢市会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定 原案可決
議案第 41 号 伊勢市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等の一部改正 原案可決
議案第 42 号 外国語指導助手の給与及び旅費に関する条例の全部改正 原案可決
議案第 43 号 伊勢市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 原案可決
議案第 44 号 伊勢市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 原案可決
議案第 45 号 事務用パソコンの取得 原案可決
議案第 46 号 市道の路線の認定 原案可決
議案第 47 号 伊勢市教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同意
議案第48～ 50号 人権擁護委員の推薦につき意見を聞くこと 同意
議案第 51 号 伊勢市病院事業の設置等に関する条例の一部改正 原案可決

〔議案〕

全会一致の案件９月定例会

発議第 ４ 号 伊勢市議会基本条例の一部改正 原案可決
発議第 ５ 号 常任委員会の閉会中の継続調査 原案可決

〔発議〕

報告第 ９ 号 継続費の精算報告 承認
報告第 10 号 平成30年度決算に基づく健全化判断比率の報告 承認
報告第 11 号 平成30年度決算に基づく資金不足比率の報告 承認
報告第 12 号 専決処分事項の報告（物損事故） 承認

〔報告された案件〕

７
月
臨
時
会
を
開
会
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
７
月
臨
時
会
を
７

月
30
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
「
令
和
元
年
度
伊
勢
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

を
は
じ
め
と
す
る
４
議
案
が
提

出
さ
れ
、
本
会
議
、
各
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
各
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
報
告
１
件
を
承
認

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

▽
令
和
元
年
度
伊
勢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
億
５
２
８
６
万
２
千
円

　

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

関
す
る
経
費
の
た
め
、
増
額
補

正
し
ま
し
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

◆◆◆ 審議した案件と結果（９月定例会） ◆◆◆
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◆◆◆ 審議した案件と結果（７月臨時会） ◆◆◆

議案番号 案件名 審議結果等
議案第 29 号 令和元年度伊勢市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 30 号 伊勢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準等に関す
る条例等の一部改正 原案可決

議案第 31 号 伊勢市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の制定 原案可決
議案第 32 号 伊勢市立保育所における給食の実施に関する条例の制定 原案可決

〔議案〕

全会一致の案件

賛否の分かれた案件

・○は賛成、×は反対。中山議長は通常採決に加わりません。

７月臨時会

９月定例会

報告第 ８ 号 専決処分事項の報告（物損事故） 承認
〔報告された案件〕

〔議案〕
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25 26
　　   議員名

 議案番号   　

宮
﨑　
　

誠

久
保　
　

真

中
村　
　

功

井
村　

貴
志

上
村　

和
生

北
村　
　

勝

楠
木　

宏
彦

鈴
木　

豊
司

野
崎　

隆
太

吉
井　

詩
子

世
古　
　

明

野
口　

佳
子

岡
田　

善
行

福
井　

輝
夫

辻　
　

孝
記

吉
岡　

勝
裕

品
川　

幸
久

藤
原　

清
史

西
山　

則
夫

小
山　
　

敏

浜
口　

和
久

山
本　

正
一

宿　
　

典
泰

世
古
口
新
吾

中
山　

裕
司

議案番号 案件名 審議結果
議案第33号 平成30年度決算認定 賛成多数　認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
〔請願〕

請願第１号 義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願 賛成多数　採択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

請願第２号 教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願 賛成多数　採択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

請願第３号
子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡
充を求める請願 賛成多数　採択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

請願第４号 防災対策の充実を求める請願 賛成多数　採択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

〔発議〕

発議第３号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

発議第６号 義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見書の提出 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

発議第７号
教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意
見書の提出 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

発議第８号
子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡
充を求める意見書の提出 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

発議第９号 防災対策の充実を求める意見書の提出 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

可
決
さ
れ
た
意
見
書

　

次
の
５
意
見
書
は
、
同
内
容

の
教
育
関
係
４
請
願
を
採
択
、

ま
た
財
政
関
係
１
発
議
を
原
案

可
決
後
、
意
見
書
と
し
て
議
長

名
で
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し

た
。

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

▽
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
策

定
・
実
施
と
教
育
予
算
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

▽
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

と
就
学
・
修
学
支
援
に
関
わ

る
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

▽
防
災
対
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

▽
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
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問   

今
後
、
多
額
の
財
政
需
要

が
見
込
ま
れ
、
市
税
収
入
の
増

も
難
し
く
な
る
等
、
財
源
確
保

も
課
題
と
な
る
が
、
財
政
調
整

基
金
の
見
通
し
は
。

答   

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、

決
算
ベ
ー
ス
で
約
35
億
円
を
取

り
崩
し
、
令
和
３
年
度
末
時
点

に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
の

残
高
を
約
88
億
円
と
見
込
ん
で

い
る
。

問   

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

の
今
後
の
見
通
し
は
。

答   

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
も
、

黒
字
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
令

和
３
年
度
に
は
黒
字
化
へ
の
転

換
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問   

合
併
当
初
の
決
算
額
は
約

４
２
０
億
円
程
度
、
近
年
５
０

０
億
円
を
超
え
る
決
算
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
決
算
額
が

増
大
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

答   

長
期
的
に
見
る
と
増
加
傾

向
に
あ
る
。
各
年
度
の
決
算
額

の
増
減
に
つ
い
て
は
、
投
資
的

経
費
の
増
減
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
ほ
か
、
国
の
制
度
改
正
等

に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
、
介
護

保
険
特
別
会
計
等
、
福
祉
関
連

の
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計

へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成
30
年
度
決
算
を
見
て
、
今
後
の
財
政
運
営
の

考
え
方
を
聞
き
た
い

行
財
政
改
革
を
進
め
、
歳
出
抑
制
に
努
め
る

浜  

口  

和  

久　
議
員

（
志
誠
会
）

問   

市
町
村
合
併
に
お
け
る
財

政
上
の
優
遇
措
置
で
あ
る
普
通

交
付
税
の
加
算
額
に
つ
い
て
、

優
遇
措
置
終
了
後
の
影
響
額
は

ど
の
程
度
か
。

答   

普
通
交
付
税
の
特
例
加
算

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
決

算
に
お
い
て
、
約
５
億
円
あ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
に
は
、

こ
の
５
億
円
が
影
響
を
受
け
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

答 議
案
質
疑

平成30年度の決算関係書類

議
案
第
33
号

平
成
30
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て

　９月定例会では、９月17日および18日の２日間、１人の議員が議案質疑を、
７人の議員が一般質問を行いました。
　質問と答弁の内容を要約してお知らせします（発言順に記載）。

…予算、条例等の議会に提出された議案の内容について質問をすること議案質疑

…市の事業、諸課題、将来の方針等、市政全般について質問をすること一般質問
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問   

自
治
会
が
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
の
は
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
て
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答   

設
置
を
助
成
で
き
る
よ
う

な
制
度
を
考
え
て
い
る
。

問   

伊
勢
市
が
直
接
設
置
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

答   

今
後
、
必
要
な
所
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関

と
も
調
整
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問   

公
設
の
駐
輪
場
や
駐
車
場
、

通
学
路
に
は
市
が
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答   

今
の
と
こ
ろ
、
街
頭
に
付

け
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

運
転
免
許
返
納
を
促
進
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

問   

運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行

手
数
料
を
市
で
負
担
す
る
考
え

は
な
い
か
。
改
め
て
問
う
。

答   
引
き
続
き
他
市
町
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

問   

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
型
の
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る
調

査
研
究
の
結
果
を
聞
き
た
い
。

答   

民
間
の
交
通
事
業
者
と
競

合
す
る
地
域
で
は
、
伊
勢
地
域

公
共
交
通
会
議
幹
事
会
で
運
行

許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
他

の
地
域
で
も
タ
ク
シ
ー
事
業
者

か
ら
非
常
に
難
し
い
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。

問   

高
齢
者
の
福
祉
施
策
と
し

て
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
型
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答   

現
状
で
は
実
施
は
難
し
い
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
を

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
す
る
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
き
た
い

自
治
会
が
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
へ
の
助
成
制
度
を

検
討
し
て
い
る

一
般
質
問

問   

国
に
お
い
て
は
、
受
動
喫

煙
防
止
に
向
け
、
健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
し
、
公
共
施
設

等
の
規
制
も
強
化
さ
れ
、
分
煙

環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
平

成
29
年
度
の
喫
煙
率
は
17
・

７
％
。
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の

た
め
に
も
、
喫
煙
環
境
の
整
備

も
必
要
と
考
え
る
。
路
上
喫
煙

禁
止
区
域
の
考
え
は
。

答   

ポ
イ
捨
て
が
見
受
け
ら
れ

る
区
域
や
観
光
客
等
へ
の
啓
発

等
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
区
域

で
、
公
共
の
場
所
を
指
定
し
、

７
カ
所
の
喫
煙
所
を
設
置
す
る
。

問   

内
宮
前
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
や
五
十
鈴
川
河
川
敷
道

路
も
禁
止
エ
リ
ア
に
含
む
べ
き

で
は
。

答   

今
後
の
推
移
を
見
な
が
ら

区
域
の
追
加
・
変
更
を
し
て
い

き
た
い
。

問   

電
子
た
ば
こ
等
の
規
制
は
。

答   

今
回
の
規
制
で
は
、
電
子

た
ば
こ
・
加
熱
式
た
ば
こ
を
紙

巻
た
ば
こ
と
同
様
に
対
象
と
し

て
い
る
。

問   

禁
止
区
域
の
指
定
に
つ
い

て
地
元
の
意
見
は
。

答   
外
宮
参
道
発
展
会
で
は
約

７
割
・
伊
勢
お
は
ら
い
町
会
議

で
は
、
約
９
割
の
方
か
ら
賛
成

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問   

四
日
市
市
・
桑
名
市
は
違

反
者
に
罰
則
を
設
け
て
い
る
。

伊
勢
市
も
罰
則
を
設
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答   

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
モ
ラ
ル

向
上
の
観
点
か
ら
過
料
を
設
け

な
い
こ
と
と
し
た
が
、
実
施
後

の
推
移
を
見
な
が
ら
路
上
喫
煙

対
策
審
議
会
で
も
議
論
し
て
い

き
た
い
。

伊勢市における路上喫煙禁止の目的は

  吉  岡  勝  裕　議員
（勢風会）

答

支
援
し
て
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
型
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
進
め

て
い
き
た
い
。喫煙者・非喫煙者の快適な空間

と安全・安心な生活環境を確保
したい

答

小  

山  　
　

敏　
議
員

（
祥
山
会
）

防犯カメラ設置の一例

内宮前の喫煙所
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問   

夜
の
緊
急
時
に
タ
ク
シ
ー

が
利
用
で
き
ず
困
る
と
い
う
声

を
聴
く
が
、
現
状
を
把
握
し
て

い
る
か
。

答   

夜
間
の
時
間
帯
毎
に
台
数

が
減
少
し
て
お
り
、
不
足
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

問   

そ
の
原
因
は
何
か
。

答   

運
転
手
の
高
齢
化
、
な
り

手
不
足
、
働
き
方
改
革
に
よ
る

労
働
時
間
の
変
化
、
夜
間
の
利

益
率
が
悪
い
こ
と
な
ど
と
事
業

者
か
ら
聞
い
て
い
る
。

問   

タ
ク
シ
ー
業
界
全
体
で
、

輪
番
制
を
導
入
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答   

事
業
者
の
意
向
が
重
要
で

あ
り
、
事
業
面
で
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。

問   

可
能
な
対
策
は
な
い
か
。

答   

観
光
面
な
ど
で
も
懸
案
と

な
っ
て
お
り
、
解
決
に
向
け
、

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
な
ど

関
係
団
体
と
検
討
会
を
立
ち
上

げ
て
い
く
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　

  

推
進
に
つ
い
て

問   

対
外
的
に
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
現
状
と
課
題
を
聞
き
た
い
。

答   

魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

全
国
14
位
と
、
外
部
の
関
心
・

評
価
は
高
い
が
、
市
民
の
認
知

度
は
低
い
。
転
出
超
過
の
た
め
、

定
住
促
進
が
課
題
で
あ
る
。

問   

今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
展

開
し
て
い
く
の
か
。

答   

伊
勢
の
歴
史
や
風
土
な
ど
、

伊
勢
市
の
特
性
や
優
位
性
を
訴

え
、
市
民
の
誇
り
や
愛
着
を
高

夜
間
運
行
の
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
問
う

喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る

一
般
質
問

問   

青
年
層
に
お
け
る
無
業
者

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答   

平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ

れ
ば
、
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

無
業
者
は
５
４
１
人
で
、
平
成

22
年
よ
り
68
人
増
え
て
い
る
。

問   

青
年
無
業
者
へ
の
支
援
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

答   

若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
生
活
の
自
立
、
就
労
体

験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問   

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
登
録
が
減
少
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

答   

一
つ
は
、
雇
用
環
境
が
改

善
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

長
期
に
登
録
し
て
い
る
人
が
、

登
録
を
や
め
て
し
ま
う
た
め
で

あ
る
。

問   

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
出
向
い
て
も
ら
う
こ
と

の
難
し
さ
を
解
決
し
て
い
く
方

法
は
、
何
か
あ
る
の
か
。

答   

国
に
お
い
て
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
携
わ
る
支
援
員
の
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
関
係
機

関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問   
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答   

児
童
扶
養
手
当
、
保
育

所
・
学
童
保
育
な
ど
の
利
用
料

の
減
額
、
職
業
訓
練
に
よ
る
給

付
金
の
支
給
、
学
習
支
援
な
ど

が
あ
る
。

中
学
校
の
生
徒
指
導
に
つ
い
て

問   

先
生
の
大
声
の
叱
責
に
お

び
え
る
子
ど
も
が
い
る
。
体
罰

の
み
な
ら
ず
、
威
圧
的
な
姿
勢

も
正
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答   

体
罰
に
類
す
る
不
適
切
な

指
導
、
そ
れ
と
疑
わ
れ
る
よ
う

な
指
導
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

答

生活困窮者への庁内横断的な支援の
体制はどうなっているか

め
る
こ
と
で
定
住
人
口
の
増
加

を
図
る
と
と
も
に
、
魅
力
度
の

向
上
や
情
報
発
信
に
よ
り
、
交

流
人
口
の
増
加
も
図
り
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

楠  木  宏  彦　議員
（日本共産党）

窓口での問題を他部署に繋ぐ
庁内会議、支援調整会議で
情報共有している

答

中  

村  　
　

功　
議
員

（
志
誠
会
）

伊勢市駅前のタクシー乗り場

生活困窮者やひきこもり等を支援する
伊勢市生活サポートセンター「あゆみ」
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問   

２
０
２
０
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
新
学
習
指
導
要
領
が
狙
い

と
す
る
資
質
・
能
力
を
ど
の
よ
う

に
本
市
は
捉
え
て
い
る
の
か
。

答   

確
か
な
学
力
と
社
会
参
画

力
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
に
生

き
て
い
く
た
め
の
身
体
と
捉
え

て
い
る
。

問   

英
語
教
育
の
特
徴
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答   

国
際
的
な
様
々
な
課
題
を

発
見
し
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
。

問   

外
国
語
教
育
の
Ａ※

Ｌ
Ｔ
配

置
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答   

現
在
、
18
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

配
置
し
、
各
小
中
学
校
に
て
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
入
っ
た
授
業
が
展
開
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問   
授
業
で
伊
勢
市
の
名
所
、

歴
史
、
文
化
、
著
名
人
と
い
っ

た
内
容
の
副
教
材
を
作
成
し
、

英
語
に
て
外
国
の
方
に
紹
介
・

案
内
で
き
る
力
を
養
う
こ
と
で
、

伊
勢
が
さ
ら
に
好
き
な
り
、
自

尊
心
が
湧
く
と
考
え
る
が
。

答   

来
年
度
小
学
校
５
年
生
の

「I love m
y tow

n

」
の
単

元
で
自
分
の
ま
ち
を
紹
介
す
る

活
動
が
あ
る
の
で
、
こ
の
活
動

の
中
で
活
用
で
き
る
教
材
作
成

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問   

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

お
け
る
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答   

今
年
度
に
全
校
に
導
入
し
、

３
ク
ラ
ス
に
40
台
の
割
合
で
整

備
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

る
。

現
行
の
小
中
学
校
の
２
学
期
制
を
改
め
、
新
た

な
３
学
期
制
を
検
討
す
べ
き
で
は

新
学
習
指
導
要
領
が
導
入
さ
れ
る
来
年
度
に
か
け
て

検
討
し
て
い
く

一
般
質
問

問   

Ｓ※

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
で
環
境

を
守
る
上
か
ら
森
林
の
保
全
対

策
は
重
要
で
あ
る
。
林
業
の
活

性
化
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
「
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の

公
共
建
築
物
の
木
材
利
用
の
考

え
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答   

平
成
24
年
に
「
伊
勢
市
公

共
建
築
物
等
木
材
利
用
方
針
」

を
定
め
、
高
さ
13
ｍ
以
下
か
つ

軒
高
９
ｍ
以
下
、
延
べ
面
積
３

千
平
方
ｍ
以
下
の
低
層
の
も
の

を
木
造
化
、
そ
れ
以
外
は
木
質

化
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。

問   

そ
の
範
囲
は
、
当
時
の
建

築
基
準
法
に
よ
る
も
の
で
、
方

針
策
定
以
降
、
法
律
が
変
わ
っ

て
高
さ
や
面
積
が
一
定
条
件
で

緩
和
さ
れ
た
。
現
行
の
基
準
法

に
合
わ
せ
た
方
針
に
し
、
各
部

署
に
周
知
し
て
木
造
化
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答   

今
一
度
見
直
し
、
修
正
を

加
え
、
庁
内
・
教
育
委
員
会
も

含
め
周
知
し
た
い
。　

問   
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

Ｃ※

Ｌ
Ｔ
、
木
質
耐
火
部
材
等
新

た
な
木
質
部
材
の
積
極
的
な
活

用
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
ど
う
か
。

答   

建
築
基
準
法
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
市
の
建
築

物
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
が
ん
治
療
で
脱
毛
や
、
乳
房

切
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
へ
の
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ

ら
）
や
乳
房
補
装
具
の
補
助

金
創
設
に
つ
い
て

◦
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

公共建築物にＣ
※

ＬＴや木質耐火部材等
を積極的に活用する考えは

辻  　　孝  記　議員
（公明党）

答

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
防
災
士
の
育
成
に
つ
い
て

◦
農
業
振
興
施
策
と
耕
作
放
棄

地
解
消
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

建築基準法をクリアし、市の
建築物に活用していきたい

答

※ＡＬＴ（Assistant Language Teacher）…外国語を母国語とする外国語指導助手
※ＩＣＴ（Information and Communication Technology）…情報通信技術
※CLT（Cross Laminated Timber）…木の繊維の方向が直角に交わるように板材を重ねて接着した大判のパネルで、軽くて強度や断熱性に優れる。
※SDGs（Sustainable Development Goals）…国連で採択された持続可能な開発目標、「エスディージーズ」と読む。

北  

村  　
　

勝　
議
員

（
勢
風
会
）

外国語授業の様子

木材を利用した公共建築物
（伊勢市駅手荷物預かり所）
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問   

施
設
の
機
能
廃
止
は
、
例

え
ば
今
日
廃
止
す
れ
ば
、
施
設

の
人
件
費
、
光
熱
水
費
等
、
い

わ
ゆ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

浮
い
て
く
る
。
そ
の
効
果
を
求

め
て
質
問
を
し
て
い
る
。
公
共

施
設
の
整
理
に
つ
い
て
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
よ
り
も
、
施
設
更

新
時
期
に
重
き
を
置
い
た
計
画

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答   

施
設
類
型
別
計
画
に
定
め

る
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
、

更
新
等
費
用
を
抑
制
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
計
画
で
は
さ
ら

な
る
経
費
削
減
を
目
指
し
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
に
も

努
め
る
こ
と
と
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
類
型
別
計
画
に
示

さ
れ
て
い
る
各
施
設
の
見
直
し

時
期
は
、
目
安
と
し
て
財
務
省

令
に
定
め
る
耐
用
年
数
が
到
来

す
る
時
期
を
記
載
し
た
も
の
で
、

廃
止
や
除
却
の
時
期
を
定
め
た

も
の
で
は
な
い
。

問   
例
え
ば
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白

書
に
よ
る
と
、
支
所
を
一
つ
廃

止
す
る
と
、年
間
約
１
，0
0
0

万
円
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
。

５
年
前
に
廃
止
を
す
れ
ば
、
５

年
間
で
５
，0
0
0
万
円
浮
い

た
か
と
い
う
議
論
も
で
き
る
。

ど
こ
で
区
切
り
を
つ
け
る
の
か

に
も
っ
と
重
き
を
置
い
て
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答   

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
、
財
政
負
担
の
軽
減
お

よ
び
平
準
化
と
安
全
・
安
心
で

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
い
る
。
今
後
の

公
共
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

施
設
類
型
別
計
画
中
の
支
所
、
総
合
支
所
機
能
、

名
称
、
位
置
等
は
全
て
仮
の
も
の
か

再
編
６※

庁
舎
に
配
置
す
る
行
政
組
織
の
あ
り
方
等
は
、

今
後
検
討
す
る
こ
と
と
す
る

一
般
質
問

答

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
意
識
し
、

こ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て

い
き
た
い
。

※６庁舎…施設類型別計画の中で本庁舎、３総合支所、北浜・沼木の２支所としている。

野  

崎  

隆  

太　
議
員

（
政
友
会
）

伊勢市議会のホームページで、
会議を収録した動画を配信して
います。

「伊勢市」のホームページを開き、
「伊勢市議会」→「伊勢市議会動画配信」
より視聴してください。

議案質疑・一般質問等のＱＲコードの掲載について
　議案質疑・一般質問ページにおいて、各議員のＹｏｕＴｕｂｅを利用した録画放送へリンク
するＱＲコードを掲載しています。各議員の顔写真の掲載記事欄にあるＱＲコードをスマー
トフォンやタブレットで読み取ると、その議員の動画が視聴できます。
※ＱＲコードを読み取るためのアプリが必要です。
　インストールされていない方は、インストール後に
　ご利用ください。

視聴方法
アプリを起動してスマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取ってください。
画面上にＵＲＬ（アルファベットの文字列）が表示されますので、
クリックし、ＹｏｕＴｕｂｅ（外部サイト）を選択してください。
※機種やアプリによって操作方法は異なります。
※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

伊勢市議会ホームページ
のＱＲコード

伊勢市施設類型別計画
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　議会のあり方調査特別委員会の条例等検討分科会では、議会基本条例をはじめとする議会
に関する条例等の調査・検討をしています。
　今回、平成29年に制定した「伊勢市議会基本条例」の一部改正を行い、政策立案機能の
強化や市長等に対する政策提言を行うことについて規定するとともに、「伊勢市議会政策立
案及び政策提言実施要綱」を新たに制定しました。

「政策立案」･･･ 市政における課題の解決を図るため、議会自らが政策を構想し、
　　　　　 　　その実現のために必要な条例の制定、または決議等を行うこと。
「政策提言」･･･ 市政における課題の解決を図るために必要な施策を、議会全体の
　　　　　　　 政策として、市長等に提案すること。

　大規模災害時の議会と議会事務局の行動基準をより明確にするため、平成28年に制定
された「伊勢市議会大規模災害対応基本方針」を見直し、「伊勢市議会業務継続計画（議会
BCP）」を新たに策定しました。

〇想定災害
　１．伊勢市内で震度５強以上の地震が発生したとき
　２．伊勢市に大津波警報が発表されたとき
　３．暴風、豪雨、洪水、土砂災害などで局地的又は広範囲な災害が発生したとき
　４．伊勢市内で大規模な火災、爆発、水難等が発生したとき
　５．その他重大な災害が発生したと議長が認めるとき

大規模災害時に伊勢市議会災害対策会議を設営し、以下の活動を行います。

伊勢市議会
災害対策会議 議会事務局

地域の災害情報
提供 災害対策本部

からの情報提供 情報提供・依頼

情報提供
提案・提言・要望地域の災害情報

収集と提供

伊勢市
災害対策本部議員・会派

地  域

「伊勢市議会政策立案及び政策提言実施要綱」を制定しました。

「伊勢市議会業務継続計画（議会 BCP）」を策定しました。

「伊勢市議会政策立案及び政策提言実施要綱」を制定しました。

「伊勢市議会業務継続計画（議会 BCP）」を策定しました。

「伊勢市議会政策立案及び政策提言実施要綱」を制定しました。

「伊勢市議会業務継続計画（議会 BCP）」を策定しました。

「伊勢市議会政策立案及び政策提言実施要綱」を制定しました。

「伊勢市議会業務継続計画（議会 BCP）」を策定しました。
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伊勢市高校生議会を
開催しました

問　伊勢志摩には、たくさんの観光地があり、2016年
に行われた伊勢志摩サミットの効果もあり、外国人観
光客が増えてきています。外国人観光客の受け入れに
は、様々な国の人が過ごしやすいような取り組みを進
めていかなければならないと考えますが、多言語への
対応等、現在伊勢市で行っている取り組みは何かあり
ますか。
答　伊勢市駅等市内５ヵ所の観光案内所に、英語や中国

語に対応可能なスタッフが配置されています。また、
外国人観光客がスマートフォンを利用して周遊されて
いる方を多く見かけるため、今後は外国語版のホーム
ページの充実を図り、改良を行っていく予定です。

外国人観光客の受け入れと
その取り組みについて

議

会

放

映

　

本
会
議
、
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
（
設
置
さ
れ
た
場
合
）

の
模
様
を
会
議
の
あ
っ
た
日
の

翌
日
午
後
２
時
と
７
時
か
ら
の

２
回
、
ま
た
定
例
会
終
了
後
の

翌
々
日
午
後
８
時
か
ら
再
放
送

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伊
勢
市

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

を
利
用
し
た
動
画
配
信
も
行
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
あ
れ
ば
、
時
間
を
気
に

せ
ず
視
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

９
月
定
例
会
会
議
録

　

９
月
定
例
会
の
詳
細
は
、

「
９
月
議
会
の
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
、
伊
勢
図
書
館
、

小
俣
図
書
館
へ
12
月
中
旬
に
設

置
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

各
種
ご
案
内

問　伊勢市の中心には大きな駅があり、集客が狙える
場所となっています。学校から帰宅する学生を対象
とした施設やイベント企画があれば、地元の人も含
め、地域活性化や伊勢市の発展につながると思いま
すが、全ての世代が様々な目的で集まることができ
る場を提供することはできないでしょうか。
答　伊勢市駅前地区での市街地再開発で、民間事業者

が進める事業に対し、補助金等による支援により、
住環境の整備を行い、人口の定住を進めるほか、周
辺商店街への人の流れを誘導し、商店街の活性化を
図っていきます。また、イベントの開催等を通じ
て、全ての世代が集まれる場所を提供していきます。

問　市内の商店街等で電子マネーについて聞き込み調査
を行いましたが、経済的負担や事業継続の不安などか
ら、取り入れているお店は多くありませんでした。
キャッシュレス化を進めることが、市民生活をより豊
かにし、伊勢市の発展にもつながるのではないかと考
えています。電子マネーを積極的に活用できるように
するために、市としてどのような支援を行っています
か。
答　商工会議所と連携し、電子マネー「伊勢志摩ＷＡＯＮ」

を用いて決済した場合、ＷＡＯＮポイントに加えて、
地域ポイントである「伊勢マイル」を交付する等の施
策を行っていますが、使える店舗は限りもあり、今後
の課題と認識しています。

中心市街地の活性化計画と環境施策について
　  ～若者をよびこむための活性化計画～

どうすれば伊勢市で電子マネーを
普及させることができるのか

　次代を担う高校生の皆さんに、日頃感じている市
政に対する疑問点や、これからの伊勢市に望むこと
を、議員となって質問していただきました。
　また、議長役は日頃から伊勢市議会と連携をして
いる皇學館大学の「みんなの声を聞くには？プロ
ジェクト」のメンバーに務めていただきました。

伊勢学園高等学校

皇學館高等学校 宇治山田高等学校

16ページに概要を掲載しています

伊勢市高校生議会を
開催しました
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議　

会　

の　

傍　

聴

　

伊
勢
市
議
会
で
は
、
本
会
議
、

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
を

原
則
公
開
し
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

毎
回
、
身
近
で
大
切
な
問
題

を
審
議
し
て
い
ま
す
の
で
、
議

会
事
務
局
ま
た
は
伊
勢
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
日
程
を
ご
確

認
の
う
え
、
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。12月２日～12月18日

12月定例会は、

日程等は、開会１週間前から
ケーブルテレビ、
伊勢市議会ホームページ
でご案内します。

の予定です。12月２日～12月18日

問　私たち高校生の多くは、通学のため電車を利用して
おり、痴漢被害が身近な犯罪と考えました。痴漢に遭
わないための対策の一つとして、若者の間で少しずつ
広まりを見せている「痴漢抑止バッジ」、スマホを
使って周囲に助けを求めることができる防犯ブザーや
「デジポリス」という痴漢撃退機能がある防犯アプリ
もあります。これらの対策をたくさんの人に知っても
らいたいと考えますが、伊勢市の見解はどのようなも
のですか。
答　伊勢警察署と連携し、駅周辺で痴漢被害防止チラシ

を配布したり、学校から依頼をいただければ、｢デジ
ポリス｣ の紹介も含めた講習会も開催していきます。

問　少子化は未婚化や晩婚化等が大きな原因と言われて
います。子育てしにくい社会環境、仕事との両立が難
しい職場環境、余裕を持って子育てができないといっ
た経済環境等に対して、知恵を出し、汗をかくことで
解決可能な問題があると思います。現在、伊勢市が独
自に取り組んでいる少子化対策とその効果について教
えてください。
答　「出会い・結婚支援事業」や「こども医療費窓口無

償化の実施」等、出会い・結婚・出産・育児・教育と
切れ目のない子育て支援を行っています。それぞれの
支援事業を利用される方からは、喜んでいただいてい
ると考えていますが、今後は事業のさらなる充実等に
努めていきます。

痴漢被害の対策について 少子化対策について

問　私たちは、建築研究部のメンバーで高校と地域社会
との連携による取り組みを行っています。みえこども
の城（松阪市）では椅子とテーブルを設計し、三重県
民の森（菰野町）では、改築のための基本計画案を作
成していますが、こどもたちの五感を最大限に引き出
して、遊びながら木のぬくもりを感じ取る木育施設が
伊勢市にあれば教えてください。
答　今のところこどもたちが遊びながら、木のぬくもり

を感じ取れるような木育施設はないのが現状ですが、
市内の施設には、木を材料とした椅子やテーブルもあ
り、今後、高校生の皆さんの設計等の技術を生かして
いただけるような事業があれば協力をお願いします。

問　ＧＡＰとは、農業において、食品安全、環境保全、
労働安全等の持続可能性を確保するための生産工程管
理の取り組みです。明野高等学校では、豚、米、茶の
三つの分野で東海地区初のＧＡＰを取得し、様々な活
動につなげていますが、まだまだ知られていないよう
に感じます。知名度を上げるには、これからの社会を
担う若い世代に向けて、動画製作やＳＮＳを利用した
宣伝を考えましたが、伊勢市では知名度を上げる活動
は行われていますか。
答　提案をいただいた動画製作やＳＮＳを利用したＰＲ

等、どのような啓発活動ができるか検討するととも
に、ＧＡＰの重要性や必要性についてＰＲし、知名度
の向上等に取り組みます。

こどもたちのための施設及び高校生と
連携した取り組みについて

ＧＡＰ（農業生産工程管理）の知名度向上について

宇治山田商業高等学校 英心高等学校

伊勢工業高等学校 明野高等学校
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編
集 

議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

　

広
報
検
討
分
科
会

会　
　

長　
　

浜
口　

和
久

副  
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　小学校最後になるので、記念になればと思い、一生懸命書きました。

表紙の題字は表紙の題字は表紙の題字は
題字を書いた時の感想

中島小学校の皆さんに書いていただきました。
今回は、中川怜美さんの「いせ」を採用しました。

　いせ市議会だよりの表紙の題字は、伊勢市内の小学生から募集したものを
学校ごとに掲載しています。
　次号は、明倫小学校の皆さんの作品を採用する予定です。

中島小学校６年　中
なか

川
がわ

　怜
さと

美
み

「いせ市議会だより」の 表紙写真を募集しています
詳細については、伊勢市議会ホームページをご覧ください。

●     伊勢市高校生議会を開催しました     ●

　伊勢市議会は、市民の皆さまに開かれた議会を目指すとともに、議会活動を広く理解いた
だけるよう議会の活性化に取り組んでおり、平成28年７月に議会のあり方調査特別委員会
を立ち上げ、三つの分科会で活動をしています。その中の広聴検討分科会が主になり、この
たび伊勢市高校生議会を初めて開催しました。
　当日は７校18名の次代を担う高校生の皆さんが、模擬議会を体験することによって、市政
や議会への関心を深めることができたとのお声もありました。伊勢市議会ホームページに
会議録も掲載していますので是非ご覧ください。

・開催日時   令和元年８月８日(木)

・開催場所　伊勢市役所 本館３階
　　　　　　市議会議場

・参加人数　７校18名

　　具体的な質問の内容等は、
　　　14～ 15ページをご覧ください。


